
1

第３章 ヒアリング調査

Ⅰ 調査結果まとめ

１ 提供会員の確保について

今回のヒアリング調査では、多くのセンターで開設当初に会員となった（初期登録の）提供会員の高齢

化による過渡期にあることが分かった。今後の提供会員の確保に向けて、現在の依頼会員が将来的に提

供会員になるという会員種別の移行を円滑に行うことができるかが共通した課題の一つであると言える。

また、各センターが提供会員の確保に向けた取り組みを進めていく上での基本的な理念として、「依頼

会員として受けた善意を提供会員となって新たな依頼会員につなぐ「地域の助け合いの循環」が今後の

ファミサポ事業を各地域で根付かせていくための重要な要素であること」を認識した上で、提供会員確

保に向けて創意工夫を行っていることが分かる。

具体的には、広報手段として最も有効だと認識されているのが、養成講座開催時に行う行政の広報誌を

活用した周知活動である。また、養成講座の案内やファミサポ事業のチラシ等を作成する際の工夫とし

て、配付する地域別により具体的な依頼内容を記載するなどの工夫もみられた。また、紙面による広報活

動と同様に、地域の母親らによる口コミも重要な広報手段であることが分かった。

ここで重要な点として挙げられるのは、いずれの広報手段も単発的なものではその効果が薄く、繰り返

しの地道な広報が必要であるという点である。定期的に紙面での広報活動を行うことやセンターを運営

する事業者の他事業を通して個別に養成講座受講の打診を行うなど、提供会員となり得る地域住民への

地道な働きかけを続けることが重要である。

また、多くのセンターで意識されていた事項として、提供会員の確保を行っていく上で忘れてはならな

いのは、「上記の広報手段の成果が表れるのは一定の時間が必要である」ということである。地道な広報

により、地域住民のファミサポ事業への興味・関心が芽生え、それぞれのタイミングで行動（養成講座の

受講等）を開始するまでには一定の時間を要するものなので、「種をまくイメージが大事」であると認識

していることが分かった。これは、依頼会員が提供会員になる過程にも共通している視点であると言え

る。

センターと提供会員との関わりについては、各センターともに、可能な限り会員との顔を合わせてのコ

ミュニケーションを綿密に取っていることが分かる。併せて、毎年の会員の活動への意思確認を徹底す

ることでより円滑な活動を目指していることが挙げられた。

なお、各センターでは、提供会員の確保については、むやみに提供会員数を増やすだけでは意味がな

く、（地域の助け合いという）思いがある人を集めたいと考えている一方で、依頼会員のニーズの変化（地

域の助け合いというより、一方的な関係であるサービスの一つという認識に対する苦慮も見受けられる）

に戸惑っている様子もうかがうことが出来た。また、SNS の活用についても一長一短あるとの認識を持
っているセンターが多く、無理のない活用が肝要であると言える。

２ 困難事例への対応について

今回のヒアリング調査では、多くのセンターが関係機関と日頃から連携が取れていることが分かった。

また、センターの所在地が行政等の関係機関と近い場所にあったり、他事業で関わりがあるため、良好な
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連携がᅗられていることが分かった。

そのような୰、困難事例への対応については、アࣂࢻイࢨーの関わり方にⱝᖸの㐪いが見受けられた。

一例として挙げると、困難事例（課題があると思われる依頼会員からの依頼）に対しては、アࣂࢻイࢨー

が提供会員として初期対応を行うケースなどもあれࡤ、あくまでも後方ᨭに徹するというケースもあ

った。

共通点としては、センター（アࣂࢻイࢨー）は行政組⧊、各種ᑓ㛛⫋ではないからこその関わり方がで

きる（依頼会員に㆙ᡄされない。関わるࣁーࣝࢻがపい）が多く挙げられた。

なお、センターによる困難事例への対応については、センターが所在する地域の人口つᶍによってそ

のᕪ␗は見受けられず、各センターの運営方㔪・ビジョン、地域の他機関やサービスの≧ἣによって、多

様な関わりがあることが分かった。

௨上のように、今回のヒアリング調査からは、各センター・アࣂࢻイࢨーが現≧をṇ確に認識し、その

場しのࡂの対応ではなく、᫂確な運営方㔪・ビジョン（センターの意⩏や今後についてのとらえ方）を持

っているとこࢁが多かった。

また、アࣂࢻイࢨーには、事業を回すࢿ࣐ジメンࢺ能ຊと人とのコミュニケーション能ຊ（ࢯーシࣕࣝ

࣡ーࢡ能ຊ）がồめられるഴ向があることも分かった。

最後に、センターとは別にヒアリングをᐇした高知┴の取り組み事例から、ファミサポ事業をᒎ開

していく上で行政との密な連携が必要であり、各センターも日頃から密なコミュニケーションがồめら

れるとこࢁである。
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ϩ ヒアリング内容

㸯㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸 㸦ᮾி㒔Ύ℩ᕷ㸧ࡏࡼࡁࢺ࣮࣏ࢧリ࣮࣭࣑ࣇ

ጤク㸸NPOἲேᏊ⫱࡚ࣟࢥࢵࣆ࣭ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

長く活動の方は高齢になった。また自身のお子さんがまだ小さくすぐには活動できないという方もいる。地域ごと

に提供会員数にばらつきがあり、支援が行き届かないエリアがある。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

定期的に講習には毎回８～１０人参加いただき、講習会は継続できている。受講後、仕事を再開されて、あるい

は介護など家庭の事情で、紹介したい依頼があった時に、曜日や時間が合わない方もいる。受講後すぐに活動

には結び付かないところは課題と感じている。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

まずコロナ禍の活動を安心安全に行うことを心掛けた。不安を取り除くために提供会員向けのアンケートを実施し

た。不安を感じる提供会員には無理をさせないが、依頼会員・提供会員ともにお互いに体調に関するチェックシ

ートを利用し、感染予防に配慮してできる支援活動は継続した。昨今の事情では支援の依頼も慎重なので、提供

会員の紹介はほぼかなっている。

（１）工夫した点

保育サービス講習会は充実した内容で計画し、年に２回の開催を継続している。市報や市内掲示板他、呼びか

けたい対象に向けて HP や SNS での案内も行っている。清瀬市では別の子育て支援団体が請け負う一時預かり

保育もなども充実してきた。ファミサポとしては、ファミサポが対応できる個別のニーズに柔軟に応えることに集中

している。保育サービス講習会を受けた会員で意欲があれば、もう少し踏み込んだ子育て支援（養育支援・ひとり

親支援・ホームビジター等）・介護支援の学びや支援できることも紹介している。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

提供会員が手薄な地域があり、依頼内容によってはマッチングに苦慮することもある。市内の支援も充実してきた

こともあって、子どもの預かりなどは保護者が自分に合った支援（ファミサポ以外にも）を選ぶことができる。ただし、

時間帯や送迎と預かりの組み合わせ、一対一や特定の方にお願いしたい場合など、個別の事情に応えられるフ

ァミサポの支援を望む方も少なくない。依頼会員の勧誘はひろばや健診でも継続して行っており、ファミサポの認

知度は比較的高く、「まずはファミサポに」と子育て支援の相談の窓口となることもある。ファミサポより適切な支援

がある場合には、ご紹介したり、併用することを提案したりすることも、センターとして新しい役割と感じている。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

市内には提供会員不足の地域もある。まんべんなく支援がいき届くためには提供会員を増やしたいが、今はな

んとか対応できている。

②どのような良い結果があったか

提供会員は、女性が多く、子育てがひと段落した時、仕事が一区切りした時、地域の中でどのように生きていこ

うか考えて参加される方もいる。講習会参加者には地域の中で何か役に立ちたい気持ちがあり、共感する参加

者との良い出会いの機会にもなっている。

③会員全体への効果

あらためて保育サービス講習会の聴講を希望する方もいる。スキルアップ研修で事例の共有や情報交換をし

ている。全体交流会にはマッチングした依頼会員・提供会員が一緒に参加することもある。

④影響について

さらに踏み込んだ子育て支援（養育支援・ひとり親支援・ホームビジター等）・介護支援の学びや支援の機会へ

の参加もある。
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䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

市報掲㍕・市内掲示板利用は効果的なので継続して行っている。保育サービス講習会のᗈ報、案内チ䝷シの

配ᕸඛなどは、支援者ᒙに確実にఏわるよう毎回よく᳨ウする。保育付き講ᗙであることをア䝢ールし、依頼会

員から୧方会員につながるようにも案内している。

保育サービス講習会は、ᑓ㛛性だけでなく、地域の事情や子育ての⌧≧にヲしい講ᖌ㝕に依頼しており、30.5

時間、自身の学び、スキルアップとしても充実した内容で、これを⥔持継続している。この機会がᩍ養講ᗙとして

個人的な‶足で⤊わらないよう、地域でồめられ、活㌍できることを重䛽てఏえている。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

「何でもありのファミサポにならないように」と考えている。支援をする中で、ファミサポ以外に適した支援方ἲが

あれば紹介し、また支援を併せて利用することを提案することもある。」数の子育て支援（養育支援・ひとり親支

援・ホームビジター等）を受クしているので、それ䛮れの事ᴗのコー䝕䜱䝛ーターと相談がしやすい。どこをファ

ミサポが支援するのか、また、ファミサポが支援しながら、保護者のゎỴするຊをᘬき出したり、どうしたら子ども

にとっていいのか一緒に考えたりすることも、これからの清瀬のスタ䜲ルかなとᛮっている。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

保育サービス講習会のつᶍが度いいので、ア䝗䝞䜲䝄ーは受講時に㢦とྡ๓をぬえることができる。᭶ᮎに

報࿌᭩を提出いただくが、その㝿にできるだけල体的な支援のᵝ子を┤᥋ఛって、問点や不安な点などを

ゎỴするようにしている。負ᢸになりす䛞ていないか、特定の提供会員に支援が೫っていないか、気を配る。２

か᭶に一度の団体の定例会等で」数のファミサポ提供会員（団体会員වファミサポ提供会員）と㢦を合わせる。

相談しやすい関ಀ性・㊥㞳感であることが切。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

事例に応じて㐃ᦠしている。市の機関としては子ども家庭支援センターになる。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

行ᨻ（子育て支援センター）とファミリー・サポートのア䝗䝞䜲䝄ー、サ䝤リー䝎ーの୕者で、᭶に一回調ᩚ会㆟

を開き㐃⤡事㡯や事例の共有をしている。団体内の事ົᒁ会㆟で別の子育て支援（養育支援・ひとり親・ホー

ムビジター等）コー䝕䜱䝛ーターと事例を共有、相談している。年に一度䝛ット䝽ーク会㆟を開催し、ඣ保育

ᅬᅬ長・小ඣ⛉㝔長・学ᩍᤵ・子家センセンター長・ᙜ団体௦⾲・ア䝗䝞䜲䝄ーで⌧≧の課題を共有、ア䝗䝞

䜲スいただく。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

育ちが䜖っくりだったり、こだわりがあったりするお子さんの送迎について、センターと提供会員が⻤に㐃ᦠを

取りながら、支援できた事例がある。活動๓にセンターから提供会員に、支援するお子さんやおẕさんのᵝ子

や対応⟇等をఏえ、活動中も情報共有をしながら支援を継続している。

おẕさん自身がコミ䝳ニケーシ䝵ンを取ることが㞴しく、学ᰯや学❺の送迎をᢸうケースがある。事๓ᡴ合せから

依頼会員がಙ頼できる行ᨻ（子育て支援センター）のᢸᙜ者がファミサポの事๓ᡴ合せにྠᖍし、䜖っくりと特

定の提供会員とಙ頼関ಀを⠏いたケースがある。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

提供会員のマッチングの㝿に、ケースによっては経㦂やスキルがある会員に支援を依頼することもある。また、

活動中もセンターと提供会員がᖖに情報共有しながら支援を㐍めること、提供会員にとって無理がないことが

支援を継続できるポ䜲ントかとᛮう。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

ᅔ㞴さとか配慮が必要というところに᫂確な⥺ᘬきはない。ひとケースごとに対応する。ファミサポ支援はそこに
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対応できる柔軟性がある。ファミサポがධることで気が付くこともある。提供会員からもኌをᡠしてもらい、ファミ

サポだけでなく団体全体で考え、㐃ᦠをᅗる。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）提供会員の確保における講習会の重要性

まずは意欲を持って受講していただいた方が、学びだけに⤊わらず実㝿の活動につながるような講習会になる

よう、ᑓ㛛性ばかりでなく、地域を知っているඛ生、タ䜲ムリーな課題をとらえ一緒に取り組んでいただけるඛ生

にお願いしている。ファミサポの意⩏もよく理ゎいただいている。保育付き講ᗙで、ஙᗂඣのいる方も参加できる。

ᗈ報から開催まで会のタ定もᑀに行っている。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

地域のセンターにồめられているのはケースの多ᵝにഛえること。まずは保護者にファミリー・サポートを知って

いただくことが事なので、ᗈ報活動を工夫し継続する。さま䛦まな支援を紹介できる窓口の役割もᢸうようになる。
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㸰㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸ᕷ࣑ࣇリ࣮࣭ࢭ࣭ࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ㸦⚄ዉᕝ┴ᕷ㸧ဨࡢ

ጤク㸸NPOἲே࣮࣡ࢣࢻࣝࣕࢳࣈࢸࢡࣞࢥ࣭ࢬ࣮࢝ア

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

市の中でも提供会員数が地域によってばらつきが出てしまっている。全体的に不足している。

２ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

ホームスタート事ᴗやつどいのᗈ場事ᴗ等の他事ᴗとの㐃ᦠの中で提供会員の確保にດめている。

（１）工夫した点

他事ᴗで༠ຊいただいている方にファミサポ事ᴗについても併せて༠ຊいただくようにാきかけている。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

他事ᴗに༠ຊいただいている方が、ファミサポ事ᴗとの㐪いにᡞᝨわれることもある。（無ൾか有ൾの㐪いや活

動時間の長▷の㐪いなど）センターとしても出᮶る㝈り、その点をᢡり合いをつけていただけるように関わって

いる。提供会員にあまりスト䝺スをためないで⣽く長く続けていただけるように、こちらもὀ意しながらサポートを

お願いしたり、相談にらせていただいたりしている。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

センターとして活動していない会員への確認等も行っているので、増ῶを⧞り㏉している≧ἣであるが、少し

ずつ増加している。

②どのような良い結果があったか

活動できる会員をᖖにᢕᥱすることができている。

３ 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

᪤にホームスタート事ᴗ等の他事ᴗに༠ຊいただいている方への䝢ンポ䜲ントでのኌ掛けと併せて、市のᗈ報

ㄅで࿘知することにより、ファミサポ事ᴗのᏑᅾを知ってもらうことが出᮶ている。

䠐 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

ⱝいୡ௦向けのᗈ報手段として、SNS を活用していかなければならないと感じている。また、᪤Ꮡの依頼会員

に提供会員になっていただくാきかけも併せて行わなければならないとᛮう。

䠑事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

（１）会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

地域のຓけ合いといえども、支援するഃも、それを受ける依頼ഃも人間ྠኈなので、安心して預けたり預かった

りということに⮳るまでに結ᵓ心を○かなければいけないのかなとᛮっている。ල体的には、依頼は必ずセンタ

ーに㐃⤡することになっていて、┤᥋提供会員に依頼しないことになっている。「ファミサポ事ᴗは相互援ຓ活

動である」ということをかなりしつこくゝっている。

また、依頼会員、提供会員それ䛮れに、心配なことがあればᖖにセンターにゝっていただけるような関ಀ性はつ

くっておかなければいけないし、また、依頼会員の方も、何かち䜗っと不‶があるけれどもᡃ៏しているというこ

とがないようにしたいとᛮっている。

市は提供会員の地区会というものがある。ྛ地区のコー䝕䜱䝛ーターという、依頼会員と提供会員の間に

ධってマッチングする役割の人が地区会を催している。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関との㐃ᦠについて

関ಀ機関とは⥥ᐦな㐃ᦠを取っている。ල体的には、市の子育て支援関ಀ㒊⨫、┴のඣ❺相談ᡤ、地域の

保育ᡤがある。また、市は外ᅜ⡠のఫẸが多いので、ᅜ㝿༠会との㐃⤡事例もある。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ಙ頼関ಀを⠏くことが重要であるので、ᐦな㐃⤡調ᩚを心掛けている。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

ひたすらᐤりῧうということはあるが、適切な対応であったかどうかというのは自分たちで⥲ᣓし切れていない

― ��� ―
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事例もある。ල体的には、以๓にファミサポを利用しており、ඣ❺相談ᡤ等に保護されていた子どもや一定

⛬度施タにいたお子さんたちが家庭にᡠってきた時に、ファミサポを再開して、ඣ相や市と㐃ᦠしてファミサ

ポが関わるといった事例がある

（２））適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

支援には時間がかかることをᛀれていけないとᛮう。例えば 10 年๓にサポートしていた人たちといまだに付

き合っているというように、長いス䝟ンで࿘りと㐃ᦠして、行ᨻ機関との㐃ᦠプ䝺ーで支援し続けている。

３ ᅔ㞴事例や配慮が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ㞴事例に対して

ᐤりῧい切れないときがあるのだが、ྍ⬟な㝈りᐤりῧうというጼໃが必要だとᛮう。

（２）配慮が必要な家庭に対して

配慮が必要な家庭が地域でᏙ立し、関ಀ性が切れてしまうことが一␒ᛧいので、何だったらつながっていら

れるのかというのを᥈りながら活動する必要がある。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ ファミサポとファミサポ以外の⊂自事ᴗとの役割分ᢸについて

（１）㐃ᦠを活かすための␃意点や取組内容について

ἲ人として、養育支援ゼ問事ᴗ、つどいのᗈ場事ᴗ、ホームスタート事ᴗを実施しており、必要があればファミ

サポ事ᴗとの㐃ᦠをᅗるということを意㆑している。

（２）ファミサポと他事ᴗとの㐃ᦠがうまくいった事例とうまくいったポ䜲ントについて

ホームスタート事ᴗや、養育支援ゼ問事ᴗはファミリー・サポート・センターに必要であれば依頼してくるような

感じにはなるが、それも利用できればである。ホームスタート事ᴗも、ึめはどういう感じの方がゼ問するのだろ

うということでち䜗っと㆙ᡄ心を持っている方でも、ホームスタートにධられた後に、やはりファミリー・サポート・セ

ンターの利用もしやすくなっているような感じはする。

⇻⇇∅⇛∃↝ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

相互援ຓ活動というのがᇶᮏになっているとᛮうので、依頼される方にも安心して、おẕさん・お∗さんだけでは

なくて他のおばち䜓んとかにもお願いしていいのだよという気持ちを持ってもらうこと、提供会員も地域に㈉⊩して、

自分もお子さんをサポートすることで人ຓけになっているのだという実感をわっていただくこと、それが間にධっ

てうまくできればいいなとᛮう。䝧ビーシッターではないということは必ずア䝢ールするところである。

― ��� ―
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３㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸ᇉᕷ࣑ࣇリ࣮࣭ࢭ࣭ࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ㸦ᒱ㜧┴ᇉᕷ㸧

ጤク㸸NPOἲேࡍࡃࡍࡃᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

提供会員数は 133 人だが、実ാは 30 人⛬度となっており、実ാできる提供会員の不足を感じている。高齢な

どにకい、この 1 年間でだいぶ新しい会員の活動にኚわりつつある≧ែである。᫇からやっていただいている会

員が 30人の中で 3分の 2ぐらいの≧ែだとᛮう。

２ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

センターが子育て支援ᣐ点の中にあるということもあって、依頼会員のⓏ㘓を行うときに୧方会員へのⓏ㘓のാき

掛けを⌧ᅾ行っている。また、年 3回実施している養ᡂ講ᗙの開催時に市のᗈ報ㄅに案内を掲㍕してもらってい

る。

（１）工夫した点

ホーム䝨ージでのᗈ報、チ䝷シの配付、୧方会員になっていただくためのኌかけなど、✀をᕳく䜲䝯ージで㐍

めている。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

୧方会員に⯆はあるけれども、やる自ಙはないというᙧで、⌧ᅾはまだうまくつながっていない≧ែである。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

㎡める方もいるので、ῶ少ഴ向にある。

②会員全体への効果や影響について

毎年の会員に対する意ᛮ確認をᚭᗏすることが出᮶ているので、⌧ᅾは会員数がῶ少してしまっているが、

実ാできる会員をᢕᥱできている。これから少しずつ提供会員数をఙばしていければと考えている。

３ 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

⌧ᅾは、提供会員に対する意ᛮ確認をᑀに行うこと、新しくධってこられる方に対しても人数だけではなくき

っちりと活動してくださる方、そして意ᛮのある方が会員でいてくださるように関わりを継続している᭱中である。

䠐 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

今やっていることを地㐨にやっていくしかないのかなと考えている。研修会を受けていただかないと活動しては

いけないと⚾たちはỴめているので、とにかく受講していただくことが๓提でኌを掛けている。安全安心のた

めにそのように㐍めている。Ṍみは㐜いが、安心してサポートしていただくための体ไをつくりつつやっている

ので、これ以上ኚわりようがないというのがᮏᙜのところかとᛮう。

䠑 事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

（１）会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

᭶に 1 回、報࿌᭩を提出しに᮶㤋していただくので、そのときに必ず┤᥋おヰしできる機会をタけてコミ䝳ニケ

ーシ䝵ンを取っている。日ᖖの㐃⤡手段は、ᇶᮏは㟁ヰだが、依頼会員はᛁしい方が多くて、割とつながらない

ことが多いので、᭱㏆は䝯ールでのやりとりも増えてきている。

また、年 1回のフ䜷ローアップ研修と、年 1回の依頼会員と提供会員の交流会がある。そのときに┤᥋会員ྠኈ

でおヰししていただける機会をつくっている。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

市のᢸᙜ課、保健センター、ἲ人が㐠Ⴀしている地域子育て支援ᣐ点・子育てୡ௦ໟᣓ支援センターのᇶᮏ

ᆺ等と㐃ᦠをとっている。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ᅔ㞴事例の場合は子育てୡ௦ໟᣓ支援センターの方にナビ䝀ートというか、ໟᣓ支援センターと相談し、市の

ᢸᙜ者と、他のサービスとの組み合わせなどを考えていく中で、ファミサポ利用ではない方は㐪うサービスにご

案内していくというᙧをとっている。

― ��� ―
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２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

⢭⚄的に不安定なおẕさんがいらして、依頼時の内容と実㝿に活動にධったときの依頼内容がኚわっている

事例があった。例えばᖹ日でいいよとゝわれていたのに、やはりᅵ日に対応してほしいと気持ちがᛴにኚわっ

たり、預かりだけだと⪺いていたのにやはり送迎もという感じで、活動がጞまってから気持ちが不安定なために

依頼内容がኚわるということがあって、結ᒁ᭱ึに紹介した提供会員では対応できなかったことはあった。

そこで、ア䝗䝞䜲䝄ーから依頼会員のおẕさんにᑀな⪺き取りを行い、対応ྍ⬟な提供会員にᘬき継いでも

らった。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

センターの方㔪として、ᅔ㞴事例であってもア䝗䝞䜲䝄ーが支援（提供会員として活動）することはしないように

している。あくまでも会員相互の活動なので、そこはしっかり⥺ᘬきをしている。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

ファミサポ事ᴗの定⩏がྛ市⏫によって᭕ではないかと感じている。預かりと送迎はᇶᮏだとᛮうが、例えば⚾

どもがᝎんでいるのは、おẕさんがいるところでの預かりはどこまでᙜヱ事ᴗの㡿域なのかとᝎむし、送迎も、⏣

⯋なので㌴を㐠㌿して行くにも結ᵓ㊥㞳があるので、どこまでの送迎ならいいのかということを考えている。また、

ኪ㐜くなったときに、時間をỴめているがᏲっていただけないおẕさんがいらっし䜓ったときに、もうしないというわ

けにもいかないので、どのように対応するのかとか、お子さんも人から人へ子どもをおΏしするが、おẕさん

がᖐっていないところに子どもだけ⨨いていくのはどうかとか、いろいろと⚾どももᅔる。

これはㄡのためのサービスなのかということをいつも感じている。子どもの人ᶒ、子どもの育ちというところでは、

≀ではないので⨨いていくことはできないけれども、おẕさんたちのニーズはそこにあったり、「子どもを家まで送

っておいてください」とゝわれて、ではㄡが㘽を開けてどこまでධっていくのかとか、サポーターがその後もすごく

心配で何回もり㏉ったり㟁ヰしたくなるとか、提供会員の不安を⚾どもがずっと⪺いているというのが⌧≧なの

で、できるだけそういうサポートはῶらしていっているが、果たしてそれがサービスとしていいのかどうかというのは

⚾どももいつもⴱ⸨している。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、他事ᴗとの㐃ᦠ

ᙜἲ人は、ファミサポよりඛにໟᣓ支援センターのᇶᮏᆺ、ホームスタート事ᴗをしていて、ファミサポとの㐃ᦠも

重要だと考えている。また、ファミサポ事ᴗに意外とᅔ㞴事例の依頼が᮶るということが分かり、ファミサポでは対

応できない事例が多かったので、それをいかに他のサービスとうまく組み合わせることで、その方に少しでも安心

していただけるかということをᖖに意㆑している。

ᇉ市は子育て日ᮏ一を┠ᣦしている市なので、上記の活動を行っているので、㐃ᦠというᙧではできている。

それは NPO が一つの窓口をしていることの䝯リットである。保健センター、ᚅ対応、ᣐ点のᢸᙜ課、3 つの行ᨻ

機関が⚾どもに関わってくださり、そちらとうまく㐃ᦠできているとᛮう。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

預かりと送迎を充実させていきたいとᛮっている。また、会員の方䚻にはできるだけ安心して活動していただける

ように持っていきたいとᛮっている。⚾どもは⥭ᛴサポートやඣをやっていないので、依頼会員からするとい

手がᝏいというか、自分の親のように「᫂日᮶て」とゝってすぐ᮶てくれるわけではないけれども᮶てほしいとい

うニーズにはなかなか応えられないでいるが、とにかくᇉ市の施⟇の㝽間を少しでもつくらないという中で、この

事ᴗは、とにかくຓけてほしいというときにまずኌを掛けていただける事ᴗかなとᛮうので、やり続けられたらいい

なとᛮっている。

― ��� ―
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㸲㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸ຍྂᕝᕷ࣑ࣇリ࣮ࢭࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ㸦රᗜ┴ຍྂᕝᕷ㸧

ጤク㸸୍⯡♫ᅋἲே 㛵すࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン࣭ࢭࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

⌧≧、㟂要と供⤥はいい䝞䝷ンスにあるが、今後をぢᤣえ増やした方が良いとᛮっている。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

提供会員数は、新ᆺコロナ䜴䜱ルスの影響で、࿘知を少しῶらしているということもあるので、提供会員が⌧ᅾ増え

ていない理⏤は分かる。㐣ཤに一㒊の地域に依頼が重なり提供会員を増やす必要があると感じたことはある。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

以๓、会報ㄅ、全ୡ帯に配ᕸされる市がⓎ行するᗈ報で提供会員のເ集をしていて。1 回の講習会参加者数が

5～6人ぐらいだったので、受講者を増やさないと提供会員は増えないので、㏆㞄のスー䝟ーなどにチ䝷シを⨨い

たり、地域で開催されるお⚍り等いろいろな䜲䝧ントで呼び掛けてみたり、いろいろ手をᡴった。

（１）工夫した点

「提供会員ເ集」とか、「提供会員ເ集」とか、「ᛴເ」などのタ䜲トルで࿘知をしていたが、市Ẹの方がこの事

ᴗに㈶ྠしてくださって、⚾もお手ఏいしたいな䟿とᛮってもらえるためのチ䝷シにシフトした。まず┠⥺をኚえ

て提供会員という䝛ーミングではなく「地域で子どものサポートをしていただける人」とか、「子育て地域サポー

ターになってみませんか」など、「これ何だろう」とᛮってもらえるように、まずぢるഃのど点にኚえた。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

効果を考えてチ䝷シを配るところである。配ᕸする時期であったり、┠にධるようなᡤにあえて⨨いたり、チ䝷シ

の内容を少しずつ修ṇするなどのヨ行㘒ㄗをしてきた。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

継続的にチ䝷シを配ᕸする中で、3回┠の配ᕸ後に講習会の受講者が増えた。（40人くらいの受講者）

②どのような良い結果があったか

1 回┠はさほど効果はなかったが、2 回┠、3 回┠、ྠじチ䝷シで中身は少しኚえるのだが、䝔䜲ストはྠじにし

「これ、๓もぢたな」となるようにした。3回┠配ᕸ後ぐらいのときに 40人ほどに受講者が増えた。

③会員全体への効果・影響について

依頼会員の‶足度もそうだが、提供会員もこの活動をして良かったとᛮってもらえてこそ良い関ಀがお互いに

⠏けるのだと考える。提供会員にもやってよかったとᛮってもらえるように、まず⫋員の意㆑ᨵၿからጞまり、ྠ

時に提供会員も「⚾、こんな活動していてஂ䚻に小さい子どもを預かったら、何か毎日ᴦしいわ」とか、「夫፬の

会ヰが増えた」みたいなことを口コミでᗈ䛢ていってくださった気がする。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

市の会報ㄅへの掲㍕は開ᡤᙜ時から行っていたが、さらに回ぴ板を回してもらえるように市にお願いしᢸᙜ課

にᑾຊしていただき、ᢎ認をᚓた点である。また、結果が出るまで 2 年ほど必要だった。継続的な取り組みも

重要だとᛮう。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

どちらのセンターもྠじだとᛮうが、ㄡでもいいからサポーターになってほしいわけではなく、ᛮいがある人を

集めたい。年配の方がたくさん集まるシニア䜹䝺ッジなどにເ集をかけると、おそらく、提供会員としての数Ꮠ

は一気に⋓ᚓできるが、ᮏᙜに依頼会員にᐤりῧってもらえるようなサポートをしてくださる意㆑や気持ちにつ

な䛢ていくための時間がすごくかかる。少しはお⠇介心がないとこの事ᴗはできないのだが、お⠇介㐣䛞ると

後䚻のト䝷䝤ルにもつながっていくので、その㎶の意㆑ᨵၿをᙜセンターはຊをධれている。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

ᙜ事ᴗに提供会員は必要不ྍḞだが、以๓提供会員を増やし㐣䛞て、活動したいと希望する提供会員の䝰

チ䝧ーシ䝵ンを保つのが課題となった時期があった。依頼数と提供会員の㟂要と供⤥の䝞䝷ンスがとても切

だと感じた。

また、䛄活動の㉁䛅を上䛢るためには提供会員さんの関わり方、考え方が重要と考え、研修にはコミ䝳ニケーシ

䝵ン研修にຊをධれて行っている。

― ��� ―
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ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

市のᢸᙜ課、依頼会員の子どもが㏻う保育ᅬ。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

定期的な㐃⤡会をタけるのではなく、何かあればお互いに㐃⤡をしあうようにしている。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

子どもが㏻う保育ᅬから୧親のᚅをう相談が市のᢸᙜ課にあり、ファミサポとしても関わった事例がある。

ファミサポとしては、୧親のᛮい（願い）をしっかりと⪺き取り、支援していく中で少しずつ親子関ಀのᨵၿに

ດめた。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

どんなご家庭もそうなのだが、おẕさんが子どもとᮍ᮶的にどういうᙧになりたいのかということをᖖに考える

ようにしている。おẕさんと子どもがどうやっていきたいのかというのを⪺いた上で、それに向かうようなサポー

トを心がけている。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ㞴事例に対して

ᙜセンターは、子どもの特性に関しては、特性があるからといって活動できないわけではない。「安全ᇶ‽」、

「してもらいたサポート」は、年齢によって全↛㐪う。2ṓの⏨の子を預かるのと 6年生の女の子を預かるのは全

↛㐪うし、保護者が望んでいるサポートが安全に行えるかどうかというのは、子ども一人一人に会わせてもらっ

て、ᙜセンターが行っている研修で安全に行える活動かどうかをุ᩿してつないでいる。また、課題のある依

頼会員への支援は、市のᢸᙜ課と㐃ᦠを取りながら行っていくのだが、それ䛮れの課にもきっといろいろなᛮ

いや方向性があるが、ᙜセンターでは、おẕさんが子どもとの望むᮍ᮶にど点をまず⨨いて考えるようにして

いる。

（２）配慮が必要な家庭に対して

提供会員にⓏ㘓していただくときに、ᑓ㛛性のスキルのある方、例えばඣ❺䝕䜲にົ経㦂がある、ᩍ員චチ

を持っていて特性の子を預かることができるなど、事๓に全員にまず⪺き取りをしている。そして、スキルを持

っている方をᢕᥱし、活動にスキルが必要な時は有㈨᱁者の中から紹介している。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ 提供会員の確保における講習会の重要性

（１）受講者を集めるための工夫

ᙜセンターでは、どの年௦がどんな፹体から情報集をしているのかを調ᰝし市Ẹの中で会員になってほし

いୡ௦は、回ぴ板をぢている人が多くいたので回ぴ板を加えることにした。

地域で、どの፹体に効果があるのかとか、キ䝱ッチフ䝺ーズも、実㝿どんなキ䝱ッチフ䝺ーズだったら行こうか

な䟿とᛮうのかもかなり調ᰝした。また、実㝿に提供会員になった人は何をぢて᮶てくれたのかとか、どこのポ

䜲ントでこの㛛をくぐってくれたのかというのは、依頼会員もྵめて全ての人に⪺いている。

交流会のときも、地域の人で、他の地域䝪䝷ン䝔䜱ア、保育䝪䝷ン䝔䜱アをしているがファミサポの㛛をくぐってく

れない方に関しては何が䝝ー䝗ルなのかなど、提供会員とおヰしする機会に情報の集は心掛けている。

（２）地域の子育て支援の重要性と会員の䝰チ䝧ーシ䝵ンの⥔持向上

市で一時保育を必要としている、例えば保護者が集まる PTA などの一時保育の場や、ᙜ市の子育て支援ᣐ

点（子育てᗈ場）において育ඣ䝪䝷ン䝔䜱アが必要な情報などを提供会員におఏえし、提供会員さん㐩の活

動の場がᗈがるようにしている、ファミサポの活動外での経㦂がຊとなり、䜅䛑みさ䜍活動に活かされることも多

く、またྠ時にファミサポの࿘知にもなっている。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

親子の望むᮍ᮶へのサポートでありたいとᛮっている。┠の๓の問題だけではなく、親子のᮍ᮶への支援であり

たい。ᙜ市では、保育ᅬのᢸᙜ課、ᗂ⛶ᅬのᢸᙜ課、小学ᰯのᢸᙜ課、いくつもの課に分かれており、保護者に

とっては、生後より 6年生まで一㐃のヰが出᮶きるᡤがあって欲しいとのኌをよく⪺きます。ᙜセンターは生後䠒か

᭶から 6 年生までのサポートを行うので、保護者がお子さんのᡂ長㐣⛬での不安やᝎみによりῧえるᡤでありた

いと考えている。

― ��� ―
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㸳㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸࣑ࣇリ࣮࣭ࢭ࣭ࢺ࣮࣏ࢧンࡵࡿࡃ࣮ࢱ 㸦⚟ᒸ┴ஂ␃⡿ᕷ㸧

ጤク㸸NPOἲே࣭࣮ࣝࢺࣂ ˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

開タ１䠒年┠となり、提供会員が高齢している。また、高齢の提供会員でもാく人が増えていることもある。依頼

会員はニーズが増加し、数が増え、依頼の内容が多ᵝしている。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

・⡆᫆な養ᡂ講ᗙでⓏ㘓できていたものが、２䠐時間講習になり、提供会員のῶ少に対して増加が㏣い付いてい

ない。

・ᗈ報の問題もある。ஂ␃⡿市自体が昨年度から経㈝๐ῶのため、ᗈ報⣬への掲㍕がᅔ㞴であるという事情があ

り、コロナ禍も相まって、ここ１-２年は受講者の確保がᅔ㞴になっている。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

（１）工夫した点

௵ඣ❺ጤ員、Ẹ生ጤ員、㣗育᥎㐍の༠㆟会、♫会⚟♴༠㆟会などの団体へあいさつに行ったり、講₇会

などの場で案内している。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

しかしここ２年はコロナ禍において研修会などがなく、工夫がᅔ㞴になっている。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

コロナ禍においてཝしい≧ἣが続いている。

䠐 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

提供会員を増やしていきたい気持ちはあるが、ᗈ報が㞴しい≧ἣなどもあり、あちこちにお願いしながら᥈っ

ている≧ἣである。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

活動できるかたにはこまめにご㐃⤡したり、催し≀の案内や、ごᮏ人に会いに行くということも計画的に行って

きたが、コロナ禍でᅔ㞴になっている。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関との㐃ᦠについて

・ᮏ年度からᢸᙜ課がኚわり、ໟᣓ支援センターの役割をᢸうこども子育てサポートセンターがᢸᙜ課になっ

た。㐃ᦠがᙉくなったとᛮう。

・保健ᖌとのつながりで、⢭⚄ᝈがあるẕ親や㞀がいのある子どものサポートでファミサポがえないかとい

う問い合わせがある。㞀ᐖ⚟♴サービスで送迎サポートが利用できないことが多く、そのような問い合わせも多

い。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

・ஂ␃⡿市では⒪育や㏻⣭などⓎ㐩㞀がいのお子さんの利用が多い。ẕ親に⢭⚄ᝈがありお子さんに㞀

がいがある家庭のサポートについて、提供会員との㏻学により地域の学ᰯへ㏻えた事例がある。学ᰯのㄝ᫂

会に提供会員３ྡ、ア䝗䝞䜲䝄ー、保護者がྠᖍし、㏻ᖖ学⣭のᢸ௵、支援学⣭のᩍ員とともに㏻学につい

てᡴち合わせを行い㏻学がྍ⬟となった。

・ᅔ㞴事例が増えている。ファミサポで対応できないことも多く、市のᢸᙜ課に確認したり、調べてもらうことで

対応している。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ 多⫾ඣ支援とファミサポ事ᴗの㐃ᦠについて

（１）多⫾ዷ⏘፬サポーター事ᴗとファミサポ事ᴗの㐃ᦠの重要性

― ��7 ―
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・ஂ␃⡿市では、多⫾ඣ支援の≧ἣが特ᚩである。ஂ␃⡿市の多⫾の⏘๓⏘後サポート事ᴗを、䝒䜲ンズク䝷

䝤という支援団体（２０年๓から㐠Ⴀ）で受クし㐠Ⴀしている。䝒䜲ンズク䝷䝤の௦⾲が、ファミサポのア䝗䝞䜲䝄

ーもව䛽ている。また、ஂ␃⡿市ではエン䝊ル応援㝲という⏘๓⏘後䝦ル䝟ー（１時間䠑００）の仕組みもあ

る。さらに、ஂ␃⡿市の多⫾の新生ඣゼ問に子のඛ㍮ママが２ྡ１組でゼ問するシス䝔ムを市と༠ാで実

施している。ファミサポ、エン䝊ル応援㝲（⏘๓⏘後䝦ル䝟ー）、新生ඣゼ問がうまく㐃ᦠして㐠Ⴀしているとい

う≧ἣである。

・࿘知の≧ἣとして、ஂ␃⡿市の多⫾は年２２-２３組⏘まれるが、そのうち䠕割がஂ␃⡿㝔か⪷マリア㝔で

出⏘されるため、⏘๓⏘後サポートが開ጞしたᙜึは、多⫾支援団体がプ䝺䝟䝟ママᩍᐊを㝔で開催して

いた。⌧ᅾはコロナ で、㝔でᩍᐊは開催できていないが、希望者が 2～3ྡ集まれば、保健センター等ᩍ

ᐊを実施。ファミサポやエン䝊ル応援㝲の紹介もしてもらっている。

・ファミサポにおける多⫾ඣの預かりの⨨䛵けとして、ஂ␃⡿市はシェルターなど、DV に特した支援を手

ཌくしている。センター開ᡤ時から DVの講習をධれている。ファミサポを利用するということは何らかのᅔ㞴が

あることが๓提であるため、多⫾ඣ以外のᅔ㞴ケースでも対応するし、多⫾ඣについても養ᡂ講ᗙのなかで

ゐれられている。

（２）多⫾ඣ支援事例における対応方ἲ等について

・子に加え୕つ子を出⏘された事例がある。多⫾ඣを一人ずつ㏥㝔させ、㝔、市のᢸᙜ者、保健ᖌ、

ᚅチームの市の窓口の⫋員、䝒䜲ンズク䝷䝤（වファミサポ）で㐃ᦠしてぢᏲった。ファミサポ、⏘๓⏘後サポー

トのほか、コロナ禍の㣗⣊配ᕸ支援（ஂ␃⡿市）、生後䠒か᭶までの䝧ビーシッターᩱ㔠の補ຓ（ᅜ）など、ஂ

␃⡿市でえるすべてのサポートのほか、子どもたちは間ひろばに㐟びに᮶たり、無認ྍの保育ᡤ、クඣ

ᡤなどを利用するなど、サポートをすべてつないで対応した。

䊻２０年間の活動実⦼がある䝒䜲ンズク䝷䝤が᰾となり、多⫾ඣ支援が実施されている。䝒䜲ンズク䝷䝤から」

数の提供会員にもⓏ㘓がある。子どもがᗂ⛶ᅬの年長や小学生になったかたなどに、ファミサポの養ᡂ講ᗙ

の受講を依頼している。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

地域ఫẸが䝪䝷ン䝔䜱アで関わるサービスになるが、市⏫やᅜの子育て支援事ᴗが充実すればファミサポは必要

がなくなるかもしれない。しかし、᭱後のセーフ䝔䜱䝛ットのように、㝽間を䛼ってできないところ、何かᅔった時に

動けるサービスでありたいというのが感じているところである。どのようなᙧになるかは、他のサービスとの関ಀでኚ

するとᛮうが、子育てに関しては、᭱後のセーフ䝔䜱䝛ットのような役割がᢸえると良いかとᛮう。

― ��� ―
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㸴㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸Ἀ⦖ᕷ࣑ࣇリ࣮࣭ࢭ࣭ࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ㸦Ἀ⦖┴Ἀ⦖ᕷ㸧

ጤク㸸NPOἲேࡶࡇᐙᗞリࢭࢫ࣮ࢯン࣮ࢱἈ⦖ ဨࡢᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

タ立ᙜึ、依頼会員対提供会員は䠓対３ほどだったが、䠓-８年経㐣した時点で８対２ほどになり、ここ䠐-䠑年は 8.5

対 1.5 という実感である。ここ䠐-䠑年は提供会員がかなり不足している。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

依頼会員のニーズがあまりにも多い。また、提供会員の講習会についても以๓は３０-䠐０ྡの応ເがあったが、᭱

㏆は１䠑-２０ྡを集めるのに苦ᡓしている。経῭的な事情でどうしてもാかなければならず、有ൾ䝪䝷ン䝔䜱アとい

うような㈝用をきちんといただけないことをするのにᢠがあるというのが、Ἀ⦖の⌧実かとᛮっている。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

（１）工夫した点

・新⪺にファミサポの紹介記事が掲㍕されたことも度䚻、㞄のᨺ送ᒁ「FM コ䝄」で提供会員ເ集した。

・ẕ子᥎㐍員やẸ生・ඣ❺ጤ員との㐃ᦠ、支援センター・ඣ❺㤋・子どものᒃ場ᡤ⫋員へのㄝ᫂会の開催

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

・ファミサポ自体に対するホ౯は高い地域であるとᛮうが、提供会員の増加には結びついていないと感じる。

ኚな内容に対し、有ൾ䝪䝷ン䝔䜱アとして活動することへのᢠ感があるかもしれない。

（３）結果について

・依頼会員の提供会員へのⓏ㘓について、ാきかけできていなかったとᛮっている。今回行った講習会のうち、

１䠓ྡ中䠓ྡが依頼会員であった。しかし、お互いに預かり合いをしようと人ྠኈで受講を行った䠐ྡがおり、

今回が特別だとᛮう。実㝿に援ຓ活動に結びつくかは別問題である。

䠐 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

・提供会員の家᪘≧ἣや活動⠊ᅖ・特ᚩなどをᢕᥱして無理のないような活動依頼ができ、継続できるようにす

ることが事。理とするア䝗䝞䜲䝄ーは、依頼・提供会員のヰが⪺けることが事。 以๓は保育ኈ有㈨᱁者

が᥇用ᇶ‽であったが、それだけでは不༑分。子育て䝋ーシ䝱ル䝽ー䜹ーとして知㆑・ᢏ⾡を身につける学び

のጼໃがồめられる。親とのコミ䝳ニケーシ䝵ンຊや他人とのಙ頼関ಀを⠏くຊを向上させたいと考えている。

配慮の必要性があるサポート活動は、ア䝗䝞䜲䝄ーも活動場ᡤに出かけてᵝ子をみたり、時間外でも㟁ヰ㐃⤡

できるようにしたり、報࿌᭩提出時にᅔりごとがなかったか䠛等のኌかけをしている。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

あら䜖る機関と༠ാで行っている。Ἀ⦖市で᭱ึにできた子ども㣗ᇽにサポーターとしてⓏ㘓してもらってい

る。ẕ子ᐻ፬⚟♴㐃合会とも㐃ᦠし、ファミサポを紹介している。そのほか、♫会⚟♴༠㆟会や学ᰯの䝋ー

シ䝱ル䝽ー䜹ー、Ẹ生・ඣ❺ጤ員、ẕ子ᮍ᮶センターとも㐃ᦠしている。一␒の特ᚩとしては䝝ロー䝽ークや

ジ䝵䝤䜹フェ事ᴗとの㐃ᦠである。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

・Ἀ⦖市ではᅔ㞴事例が多くある。㈝用がᡶえないがサポートが必要という家庭が多く、NPO ἲ人としてᅔ㞴

家庭に対する無ᩱチケットによる支援をጞめた。⌧ᅾでは、ཌ生労ാ┬からひとり親家庭等支援事ᴗによる支

援㔠と、Ἀ⦖市からの加⟬㔠により実施している。

・ファミサポはそこまで対応する事ᴗではないとᛮいながらも、ぢてぢ䛼䜅りができない⌧実があり、センターに

ファミサポ相談ᐊを NPOἲ人として１１年๓からタ⨨している。

・ファミサポ相談ᐊでは、多⫾ඣ家庭・ひとり親家庭・ᅜ㝿結፧家庭・ⱝ年出⏘家庭等の相談がある。༢に窓

口を紹介するだけでは問題はゎỴしない。付きῧいでᑓ㛛相談につないだこともある。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

⌧≧では、配慮が必要な家庭への対応が、センターやア䝗䝞䜲䝄ーのຊ㔞にጤ䛽られている。子育て支援だけ

― ��� ―
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でなく、子どもと家庭に対する䝋ーシ䝱ル䝽ークというど点が必要だと考える。しかし、⌧≧では体ไが不༑分であ

る。定外のニーズがあり、どうすればよいのか問われているのだとᛮう。ファミサポはその点を対応しなくても良

い事ᴗだとするなら、別㏵対応できる仕組みの事ᴗが必要ではないか。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ䛵くり

・ア䝗䝞䜲䝄ーの育ᡂについて、ファミサポ相談ᐊには⮫ᗋ心理ኈを配⨨しているほか、་⒪ア䝗䝞䜲䝄ーなども

いるため、ᅔり事について相談することがྍ⬟である。

・Ἀ⦖┴ファミサポ㐃⤡༠㆟会を１䠑年๓にసり、┴全体で情報共有をしているほか、ア䝗䝞䜲䝄ー研修事ᴗも䠒年

๓から実施（ཌ生労ാ┬予⟬）。内容については、Ⓨ㐩㞀ᐖ、♫会的養護関㐃など、一ぢするとファミサポから㞳

れているようにもᛮわれるが、♫会情ໃや子育て支援の仕組みなどを学んだりぢ学したりしている。

・ጤクඛの NPO ἲ人の他事ᴗスタッフが、ファミサポの活動も行っている。とりわけᐟἩなどのኚな活動をᢸっ

てくれている。センター内預かりができることも特ᚩだが、コロナ禍で中Ṇしている。

・サ䝤リー䝎ー（１０ྡ）に対しては、活動の有無にかかわらず᭶ 4,000 をお支ᡶいし、活動の中心的Ꮡᅾであ

るという特ᚩがある。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

「小さなことを ೧なことのようにやっている⚾」の意ぢ

ファミリーサポートセンター事ᴗという子育て支援の㝽間活動を㏻してἈ⦖┴Ẹの多ᵝ性を受けධれるዟ῝さを

Ⓨぢし、ᖹでᖾせなᮍ᮶♫会を⠏くために⚾にできることはなにかを㏣ồしている。

Ἀ⦖市の多ᵝで」㞧でᅔ㞴なニーズの多さは、出生⋡が高いという႐ばしい実ែと᰾家᪘の㐍行という♫会

情ໃに㉳ᅉしている。ⱝ年出⏘家庭・ひとり親家庭・ス䝔ップファミリー・外ᅜ人（⡿㌷人ྵむ）家庭等の多さは多

ᵝな家庭ᙧែや年間ᡤᚓ᭱ୗという生活ᇶ┙の⬤ᙅさが背後にあると考えられる。

子育て支援ニーズの㝽間がᗈくて῝いため、有ൾ䝪䝷ン䝔䜱アという仕組みで対応するのはᅔ㞴。

ア䝗䝞䜲䝄ーは子育て䝋ーシ䝱ル䝽ー䜹ーのᑓ㛛性が必要だが⌧実は「㈐௵は重いが身分は㍍い（పධ）」≧

ἣ。

ファミサポの仕組みを⌧≧⥔持した場合、別㏵新たな子育て支援施⟇をᵓ⠏することがႚ⥭の課題となる。

Ἀ⦖市としては、一時保育や⥭ᛴ預かり支援・親子サポートス䝔ーシ䝵ンのタ立等の必要性がぢえている。

「親子ごと支援」というコンセプトで䜖いまーるの心᰿を活かした活動でἈ⦖の᫂日に㈉⊩したい。
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